
№３２０ 

 

府立八尾高等学校 

校長 中島 彩子 

令和７年度 学校経営計画及び学校評価 
 

１ めざす学校像 

[めざす学校像]  

 １ 「質実剛健」にして「文武両道」に励む生徒を育てる学校   質実剛健：夢実現のため躊躇せず挑戦しへこたれず諦めず地道に努力する気質 

 ２ 母校への誇りと地域への愛を持ち続ける生徒を育てる学校   文武両道：勉強にも部活動にも行事にも真剣に全力で取り組むこと 

 ３ 「骨太の人格」を備え 21 世紀を支える人材をつくる学校   骨太の人格：基本がしっかりとしていて決してぶれない心と体 

[生徒に育みたい力] 

○ 夢と志を語る力（社会に貢献する自分を想像する力／目標を具体的に語る力）     夢：将来実現させたいと思い描いている願い 

○ 努力し続ける力（全力で学び続ける力／貪欲に挑戦し続ける力）           志：心に思い定めたある方向をめざす気持ち 

○ 人権を尊重し人とつながる力（仲間をつくる力／仲間を支える力／仲間を率いる力） 

[教職員に望む力] 

○ チームの一員として自らの役割を自覚し「生徒に育みたい力」を身につけさせる力（豊かな人間性・実践的な専門性・開かれた社会性） 

 

２ 中期的目標 

１ 「夢と志を語る力」の育成 

(1) 確かな学力の定着と系統的な進路指導（なりたい自分から逆算する指導／大学入試改革への対応） ⇒ 進路指導満足度を R９年度に 90％以上の維持                                           

(R４:86.9％ R５:90.6％ R６:90.1 % ) 

(2) 同窓会の人的資源活用のさらなる推進 

(3) 大教大教職コンソーシアム事業への参加促進／有識者による講演の充実 

(4) アドバンス教育コースの充実 

(5) 進路実現満足度の向上 ⇒ 満足度 80％以上を R９年度まで維持／その結果、国公立大現役進学者数を R９年度に 70 人（25％）以上維持 

                                         合格者数 (R４:64 人 R５: 83 人 R６:76 人)      

２ 「努力し続ける力」の育成 

(1) 高い部活動入部率の維持 ⇒ R９年度まで 92％以上の維持   (R４：94.5％ R５:96.8％ R６:92.5%) 

(2) 課外学習時間の増加 ⇒ R９年度には２時間／人・日   (R４:１時間 43 分 R５:１時間 33 分 R６:２時間 11 分) 

３ 「人権を尊重し人とつながる力」の育成 

(1) 学校教育自己診断「生徒会行事への積極的取組姿勢」肯定率 ⇒ R９年度まで 95％以上の維持 ( R４:96.4% R５:98.2％ R６:99.0 %) 

(2) 高い部活動入部率の維持 ⇒ R９年度まで 92％以上の維持     ( R４94.5% R５:96.8％ R６:92.5%) 

(3) 地域、学校園等関係機関と連携した活動の充実 

(4) 人権教育・教育相談活動の充実といじめ防止 

 

４ 「チーム八尾高」を支える教員力の向上 

(1) 学校経営計画中期的目標を踏まえた目標設定（全教職員）と高い同僚性を基盤とした業務の推進 

(2) 経験年数の少ない教員を育てる OJTの充実と教職員間のコミュニケーションのさらなる活性化：初任者研修 

(3) 授業力向上のための取組みの充実による授業アンケート結果平均の向上 ⇒R９年度には 3.5  （ R４:3.40 R５:3.41 R６:3.43） 

(4) 「学校における働き方改革の取組み」による超過勤務時間縮減と生徒に向き合う時間雄拡充 

(5) 「学校における働き方改革の取組み」による超過勤務時間縮減と生徒に向き合う時間の拡充-大学入学者選抜改革に即応できる教員力の向上 
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【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和８年 ２月２日実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【学校運営】 

 ICTツール（Web会議システム等）の活用により情報伝達がスムーズにな

り、組織連携に関する評価が過去３年平均から 23.1%向上した。 

 学校行事において、生徒の主体性を尊重した運営と、１月の「振り返り」に

よる改善、さらに、時代に即したキャッシュレス決済の導入など、「魅力あ

る行事づくり」のために工夫・改善を行っている点が、高く評価されてい

る。（89.5％） 

【学習指導・進路指導】 

 「基礎学力調査」に基づいた３年間を見通した指導により、生徒が自分の将

来や生き方を真剣に考える機会が確保されている点は、生徒・保護者の双

方から高く評価されている（生徒 95.3% 保護者 83.1%）。特に大阪教育

大学との連携は、教育系をめざす生徒にとって大きな魅力として定着して

おり、多くの保護者が評価している（91.9%）。 

 スマホ利用時間の増加に伴う家庭学習時間の確保が課題となっている（生

徒肯定率 76.1% 保護者 62.4%）。今後は学習時間の可視化アプリや ICT

教材を活用し、生徒が前向きに机に向かえる「きっかけ作り」を支援する

取り組みを模索していく必要がある。 

【生活指導・安心安全】 

 本校では、単に指示に従わせるのではなく生徒が自ら考え行動する「自律」

を重んじる柔軟な指導を大切にしている。この姿勢が生徒の「入学してよ

かった」という満足度（95.5%）に繋がっている。 

 いじめアンケートの実施や、疑いがある際の組織的かつ迅速な初動体制を

徹底していることが、生徒および保護者からの「真剣に対応してくれる」

という厚い信頼（生徒：96.0% 保護者：87.5%）に結びついている。 

【学校行事】 

生徒会中心の行事運営を通じて、生徒の 96.1%が高い満足度を実感して

いる。保護者の 93.8%からも「主体性や協働性が育っている」と評価さ

れている。 

第１回（5/19） 

・公立高校としての信頼感 

学科を問わず全生徒に手厚い指導を行う公立高校としての「信頼感」や「安心

感」を丁寧に伝えるべきとの意見が出された。 

・学校の特色と魅力発信 

学習だけでなく行事や部活動にも全力で取り組める「自由で楽しそう」な本

校の魅力を、より積極的に広報すべきとの意見が出された。 

・着実な進学実績の向上 

合格者数に変動はあるものの、全体の進学実績は堅調である。単年度の数字

だけでなく、中長期的な実績向上を丁寧に発信すべきとの意見が出された。 

第２回（10/27） 

・特色枠導入に伴う体制整備 

新入試制度の特色枠導入に伴い、入学した生徒が通常学級の中に埋もれず、

その個性を十分に発揮できるよう、制度の変更に合わせて、学校の体制も刷

新すべきとの意見が出された。 

第３回（２/２） 

・教員の働き方改革 

教員の長時間労働を削減するため、部活動指導における OB・OG 等の外部人

材をより積極的に活用すべきである。今後、教職員定数の削減が見込まれる

中で、早期に外部連携の仕組みを構築しなければ、残された教員の負担がさ

らに深刻化するとの懸念が示された。 

・生徒の学習時間確保と部活動とのバランス 

部活動に全力を注ぐあまり、目標とする学習時間の確保が体力的に困難とな

っている生徒の実態が共有された。中学時代のコロナ禍による活動自粛の反

動という背景も考慮しつつ、生徒が無理なく学習と部活動を両立できるよう

な支援や、健康面に配慮した指導を求める意見が出された。広報活動におい

て、生徒・保護者に対し、写真・映像や在校生の声を活用した、視覚的に伝わ

る情報発信のさらなる工夫が期待されている。学校生活の活気をより具体的

にイメージできるような、親しみやすい広報の充実を求める意見が出された。 

 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 [R６年度値] 自己評価 

１ 
「
夢
と
志
を
語
る
力
」
の
育
成 

(1) 系統的な進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) アドバンス教育コースの充

実と府立高校教職コンソー

シアム事業への参加者数拡

充 

 

 

 

 

 

 

(3) 進路実現満足度の向上 

 

(１)教員の進路指導力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) アドバンス教育コースに設けた探究

の時間の内容を具体化する。 

府立高校教職コンソーシアム事業に

参加することのメリットについて１、

２年生全員に周知徹底 

 

 

 

 

 

(３)講習の充実と教員の進路指導力向上 

 

(１)学校教育自己診断（生徒）の「進路指導満足

度」を 85％以上維持 [95.3％] 

国公立大現役合格者数 

70 人(25%)以上維持 

[76 人 27.6%)]  

進路指導力向上研修４回  

 

 

 

 

 

 

(２)・新「アドバンス教育コース」の具体化 

 

 

 

 

 

・府立高校教職コンソーシアム事業参加生

徒数を 45 人以上  [22人] 

 

 

(３)進路実現満足度 80％以上の維持 

 [83.3%] 

 

(１) 

・【95.3％】平常講習や

朝講習、土曜日講

習等実施の満足度

が高い（〇） 

・国公立大合格者数 

【75 人】（○） 

・全体研修２回（５・

８月）、３年担任等対

象（９月）、１年担任

等対象（５月）（〇） 

 

(２)・校内での担当者

会議を重ね、外部団体

の協力を得て次年度の

探究活動実施計画はほ

ぼできたが時間がかか

りすぎた。（△） 

・【10 人】（△）次年度、

生徒への周知方法等見

直しが必要。 

 

 

・【95.4％】（◎） 
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２ 

「
努
力
し
続
け
る
力
」
の
育
成 

(１) 高い部活動入部率の維持 

 

 

(２) 課外学習時間の増加 

 

 

(１)部活動体験 Week の実施／学校説明

会における部員の活用 

 

(２)「八尾高版進路マップ（３年間の進路

指導計画）」に沿った進路指導で学習意

欲の向上を図る 

(1) 入部率 92％以上の維持 

[92.5％] 

 

(2) 課外学習時間平均２時間以上   

R６[２時間 11 分] 

 

 

(１)【95.15%】（◎） 

 

 

(２)【２時間 25 分】 

２年生の学習支援クラ

ウドサービス活用によ

る家庭等の学習時間増

加が考えられる。 

次年度以降全学年に学

習支援クラウドサービ

スを活用予定（〇） 

３ 

「
人
権
を
尊
重
し
人
と
つ
な
が
る
力
」
の
育
成 

(1) 主要学校行事満足度の向上 

 

 

 

 

(2) 高い部活動入部率の維持 

 

(3) 地域、学校園等関係機関と連

携した活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 人権教育・教育相談活動の充

実といじめ防止対策の充実 

(1) 生徒主体の主要学校行事（文化祭・体 

育祭等）企画・運営をより一層推進 

 

 

 

(２)２(１)に同じ 

 

(３)地域や近隣学校園との連携促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)当事者を講師とした講演会等を通じた

人権教育の充実／教育相談係会の機能

強化（個別の支援計画の作成主体として

学年と連携）／いじめ防止委員会の定例

開催と迅速正確な事象対応 

 

(1) 学校教育自己診断（生徒）の「生徒会行事積

極的取組姿勢」肯定率 95％以上を維持           

 

 

 

(2) ２(１)に同じ             

 

(３)地域、学校園等関係機関との連携事業実施

回数 30回以上を維持 [31 回] 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)学校教育自己診断（生徒）「人権教育肯定率」

85％以上維持[87.8％]／学校教育自己診断

（生徒）「いじめ対策満足度」85％以上の維持

[94.7％] 

(１)【96.1%】生徒会中

心にほとんどの生徒が

積極的に行事に参加し

ていた。（〇） 

 

(２)【95.15%】（◎） 

 

(３)【36回】保育所・

小学校等のどんぐり拾

い及び地域の企業・中

学校・公民館等への授

業成果物配付や文化部

活動の展示及び発表を

活発に行い関係の方々

から大変好評であっ

た。（◎） 

 

(４)・人権教育肯定率

【91.0%】 

・いじめ対策満足度

【96.0%】 

数値は高いがいつでも

誰でも起こりうる事な

ので次年度以降 SNS

の指導等を含め引き続

き指導していく。（◎） 

 

(1) 同僚性の高い教職員集団の

形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 授業力向上のための取組み

の充実 

 

 

 

 

 

(1)  

ア 前・後期制の特徴を活かすとともにカ

リキュラムの見直しに取り組む 

イ 教職員の交流の場の実現に取り組む 

ウ 教頭・首席・各分掌の仕事の見直しを

図る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 年２回の授業見学及び年１回の公開

授業の実施 

授業力向上研修（工夫のある授業の紹

介、ICT活用等研修含む） 

 

 

 

 

(1) ・学校教育自己診断（教職員）の「学校運営

への教員の意見反映」肯定率 80％以上

[53.3％] 

・学校教育自己診断（教職員）の「校長の考

え方明示」肯定率 90％維持 [76.7％] 

・学校教育自己診断（教職員）の「校長の

リーダーシップ発揮」肯定率 80％以上

[60.0％]       

・学校教育自己診断（教職員）の「各組織

間の連携が円滑・有機的に機能」肯定率

70％以上［43.3%］ 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

  

 

(2) 授業見学 年２回［年２回］ 

公開授業 年１回［年１回］ 

授業力向上研修（対面での研修）１回以上 

               【０回】 

授業アンケート結果平均の向上【3.43】 

  

 

 

(１) 

・学校教育己診断（教職

員）今年度は質問せず 

 

・【89.5％】（◎） 

 

・【87.7％】（◎） 

 

・【66.7％】（〇）数値

は目標以下だが、学年・

教科に分散していた教

職員の部屋を次年度大

職員室にする計画があ

り、具体的になってき

たことに加え、対話が

増えてきたと感じる教

員が増えてきたことに

より数値が上がったと

考える。次年度以降、教

職員のコミュニケーシ

ョンをより深めてい

く。 

(２)・【年２回】（〇） 

・【年１回】（〇） 

・【０回】（△） 

 

・【3.44】（〇） 

 

 

 

４ 

「
チ
ー
ム
八
尾
高
」
を
支
え
る
教
員
力
の
向
上 
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(3) 学校における働き方改革の

取組み 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 同窓会・保護者や報道機関と

連携した戦略的広報活動の

展開 

(3) 学校部活動方針（休養日等）の遵守及

び全校一斉退庁日の遵守を徹底し、教

職員の長時間勤務を縮減する。 

４(１))の（ウ）に同じ 

PC の効率的な使い方の研修を実施

する。 

 

 

 

(4) 学校案内のリニュアルとホームペー

ジ等を活用した情報発信  

JR 八尾駅経由で通学する生徒の取り

込み／保護者等の協力を得た学校広

報活動の展開  

(3) 全校一斉退庁日の実施割合 95％めざす

［91%］ 

超過勤務時間を前年度比５％縮減 

[＋4.2%] 

年間時間外在校時間 720 時間以上教職

員の半減めざす［14人］ 

PC の効率的な使い方研修４回以上  

 

 

(4) 志願倍率 1.０５倍以上 

[0.99] 

 

(３)・【76%】（△） 

 

・【－3.5%】

（△） 

 

・【７人】（○） 

・【４回】職員会議後引

き続き短時間の研修を

実施（〇） 

 

・学校案内を作成（〇） 

・志願者倍率 1.1（〇） 

 

４ 

「
チ
ー
ム
八
尾
高
」
を
支
え
る
教
員
力
の
向
上 


